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研究成果の概要（和文）：　本研究は、2018年度からの本格的研究の準備として5つの班（総括、ヨーロッパ海
域、インド洋、海域東南アジア、日本周辺海域）を設け、それぞれ歴史と文化、社会を念頭に、紛争の基層的原
因を考えるとともに、これまでどのようにして紛争を解決してきたのか、あるいは紛争を回避してきたのか、そ
の知を探ることを目的とした。それぞれの班で、本研究の全体像の理解を深めるとともに、ほかの班との連携に
ついて意見交換し、本格的な研究のための申請をおこなう準備を順調に進めることができた。代表者の早瀬は、
「WASEDA ONLINE」で「紛争の海からコモンズの海へ」と題して、日本語と英語で「オピニオン」を発信した。

研究成果の概要（英文）：This research project was divided into five groups (Headquarters, European 
Seas, Indian Ocean, Maritime Southeast Asia, and Seas around Japan) to prepare for full-scale 
research from April 2018 based on history, culture and society. It aims to explore how to solve 
and/or avoid the conflicts in the past. Each group deepened the understanding of the overall picture
 of this research project and exchanged opinions with other groups. Hayase wrote for "WASEDA ONLINE"
 entitled "From the Sea of Conflict to the Sea of Commons" in Japanese and in English and concluded 
in this essay as follows: "If they allocate their military budget for disputes to a budget for 
protecting the environment and natural resources instead, their people will be able to enjoy the 
blessings of the sea and live better lives. If we can demonstrate academically how to effectively 
improve the sea and transform it from the conflict into the commons, academics can contribute to the
 settlement of these disputes."

研究分野： History
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
代表者の早瀬晋三は歴史民族学を専門とし、
文献資料の乏しい民族の歴史と文化の理解に
努めてきた。また、日中・日韓歴史問題が、
尖閣諸島、竹島、さらに南シナ海の領有権問
題にまで発展したことを踏まえ、臨床の知と
しての歴史学から和解の途を探る研究に取り
組んでいる。分担者のひとり、秋道智彌は生
態人類学を専門とし、グローバル化した世界
に対応するコモンズ論を求めてきた。ともに、
海域東南アジアなどでのフィールドワークを
通して、現在起こっている紛争を実際に目撃
するとともに、歴史と文化のなかに紛争を解
決するコモンズの思想をみてきた。早瀬には
『海域イスラーム社会の歴史』（岩波書店）や
『歴史空間としての海域を歩く』（法政大学出
版局）などの著書がある。秋道には『コモン
ズの地球史』（岩波書店）や『海に生きる－海
人の民族学』（東京大学出版会）などの著書が
あり、日本学術振興会による異分野融合によ
る方法的革新をめざした人文・社会科学研究
推進事業における共同研究「日本の環境思想
と地球環境問題－人文知からの未来への提
言」の代表を務め、現代日本の取り組むべき
大きな課題としてのコモンズの思想を考察し
た。しかし、これらの基礎研究の成果を近年
問題となっているマラッカ海峡やソマリア沖
の海賊行為や中華人民共和国の海洋侵出にと
もなう領有権問題、漁業など海洋資源、海洋
汚染などの環境問題の解決にどのように役立
てることができるか、その具体的方途につい
て、まだ充分に提言できているとはいえない。  
 
２．研究の目的 
近年、日本周辺海域で、無人島や岩、干潮
時にしか目視できない「低潮高地」などをめ
ぐる領有権争いが問題になっている。海洋を
めぐっては、これまで「共有性（コモンズ）」
と「排他性」、「人間中心主義」と「国家中心
主義」の相対する主張のなかで、紛争が処理
されてきた。だが、今日、「国家中心主義」と
「排他性」が前面に出て、紛争の糸口が見え
なくなっている。本研究では、陸域による海
域支配の困難さから、海を共有物と考えるコ
モンズの思想が古今東西で発達してきたこと
に注目し、現在海域で起こっている紛争を、
歴史学、社会学、人類学などの基礎研究から
問い、その解決の糸口を見出そうとするもの
である。なお、資源の枯渇など「コモンズの
悲劇」が起こらないよう、現代の状況を踏ま
えた「グローバル・コモンズ」も追求する。
本研究によって基礎研究を紛争解決のための
臨床研究に結びつける、極めて挑戦的な方途
を探る。 
 本研究は、2018 年度からの本格的研究の準
備として 5 つの班（総括、ヨーロッパ海域、

インド洋、海域東南アジア、日本周辺海域）
を設け、それぞれ歴史と文化、社会を念頭に、
紛争の基層的原因を考えるとともに、これま
でどのようにして紛争を解決してきたのか、
あるいは紛争を回避してきたのか、その知を
探ることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 総括班は、まず近年起こっている海域での
紛争（尖閣諸島・竹島領有権問題、南沙諸島・
西沙諸島領有権問題、海産物資源、マラッカ
海峡・ソマリア沖海賊、福島原発海洋汚染な
ど）の実態を把握し、4 つの海域研究と結び
付ける役割を担う。4 つの海域研究は、総括
班が提起する問題点を念頭に、これまでおこ
なわれた文献調査とフィールドワークの両面
のそれぞれの利点を理解し、4 つの海域研究
の連携によって両面の垣根を取り除く研究を
おこなった。 
 
４．研究成果 
(1) 2016 年度 
 総括班は 2016 年 5 月 28 日に早稲田大学で
第 1 回研究会を開催し、本研究の目的を確認
し、キーワードである「コモンズ」について
共通の認識をもった。また、各班の活動計画
を報告し、共通に議論できることについて検
討した。11 月 12 日に京都大学で第 2 回研究
会を開催し、総括班の分担者による 3 つの報
告（「海のコモンズ論－人類学の視座」「ペ
ルシア湾の真珠採りと海賊と石油」「アホウ
ドリと日本人の太平洋進出」）を手掛かりと
して、今後の本格的研究について、意見交換
をおこなった。 
 ヨーロッパ海域、インド洋、海域東南アジ
アの 3つの班は、それぞれ 1～2回の研究会を
開催し、それぞれの班の研究計画、ほかの班
との連携について議論し、理解を深めた。ま
た、数人の班員は 11 月 12 日の総括班の第 2
回研究会に出席し、本研究の全体像を理解す
るとともにほかの班との連携について意見交
換した。 
 日本周辺海域班については、現在領土問題
に発展している尖閣諸島周辺海域および南シ
ナ海で戦前から日本漁民などが活動をしてお
り、とくに台湾漁民とは戦後も共同で漁業に
従事していたこともあることから、その歴史
的過程や現状について沖縄県立図書館等で調
査した。また、南シナ海においては、フィリ
ピン人やベトナム人などの零細漁民が現在で
も協力して漁業に従事していることから、そ
の情報の収集をはじめた。 
 予算の関係から総括班 2回、各班 1～2回の
研究会をもつことしかできなかったため、関
連学会や研究会でメンバーが参加する機会を
捉えて、意見交換をおこなった。2017 年秋に
本格的な研究のための申請をおこなう準備を



順調に進めることができた。また、2018 年度
からはじめる予定の本格的な共同研究で、充
分な活動資金が得られない場合を考え、それ
ぞれの班でその対策を考えはじめた。班員の
研究意識もたかまった。分担者の研究活動も、
それぞれ順調に書籍、論文、内外の学会での
報告などをおこなった。これまでの研究成果
をいかして、共同研究に臨む準備を着実に進
めた。 
 はじめ日本の海域研究のデータベースを作
成することを計画したが、日本だけでなく、
海外の研究者の関心も高いことから、尖閣諸
島周辺海域および南シナ海での漁民の活動に
注目することにした。漁民は大船団を組んで
商業的漁業をおこなっているものではなく、
家族の生活のために零細漁業に従事している
フィリピン人、ベトナム人、台湾人で、その
基礎資料を収集しはじめた。中国と韓国、中
国とインドネシア、ベトナムとインドネシア
など、黄海、東シナ海、南シナ海と広範囲に
わたって漁業関連の問題が起きており、広い
視野での考察ができるよう取り組みはじめ
た。 
 なお、代表者の早瀬が、2016 年 10 月に
「WASEDA ONLINE」で「紛争の海からコモンズ
の海へ」と題して、日本語と英語で「オピニ
オン」を発信した。フィリピン、アメリカ、
ブラジルの研究者、大学院生などからの問い
合わせがあり、今後連絡を取りあって準備を
進めることにした。 
(2) 2017 年度 
 総括班は 2017 年 7 月 22 日に研究会を開催
し、分担者の 2 つの報告と各班の議論の内容
と進捗状況を確認した。その後、7 月 22 日、
26 日、8月 3日、14 日に科研Ａへの申請に向
けて打ち合わせをおこなった。ヨーロッパ班
では、「ヨーロッパ世界における広義の海の
諸制度の内と外」を共通テーマとして練り上
げ、それに基づき、それぞれで研究を遂行し
た。その成果の一端は、2017 年 9月 30 日（土）
に京都大学文学部にて開催した研究会で共有
した。インド洋班では、2017 年 6月 3日、11
月 19 日、18年 1月 21 日の 3回研究会を開催
した。いずれの研究会でも、M.ピアスンによ
るインド洋通史を講読し、同時に班員の研究
発表をおこなった。第 2 回研究会では、長年
モザンビークを中心に東アフリカ研究をおこ
なってきたエドワード・A・オルパーズ氏（UCLA
名誉教授）を迎えて、モザンビークの解放奴
隷登録書の史料的価値や今後の研究の可能性
について議論をおこなった。東南アジア班で
は、在ジャカルタ京都大学連絡事務所でイン
ドネシアの海民研究に焦点をおいた研究会を、
シンガポール国立大学アジア研究所で島嶼部
東南アジアの境域社会の文化変容に関する研
究会を開催し、海外の研究者と連携をはかっ

た。それぞれの班で、本研究の全体像を理解
するとともに、ほかの班との連携について意
見交換し、本格的な研究のための申請をおこ
なう準備を順調に進めることができた。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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